
南相馬市立鹿島中学校スローガン 「創造」「秀・和」「不屈」 ～挨拶は 心の絆 挨拶で 心を磨く～

＜鹿島中学校 学校だより＞

【令和３年12月号】

《重点目標》『品格を磨き 見通しをもって 粘り強く 共に高め合おう』

２つのプロジェクトが始動！ ～よりよい学校・地域をめざして～
いじめをやめようプロジェクト」１２月８日（水）
全国で「いじめ」による痛ましい事件が後を絶ちません。本校でも、何気ない言動で友人を傷つけてしま

うということがあることから、鹿島中学校をいじめのない誰にとっても居心地の良い学校にするために自分
自身や各学級にできることを考え、「いじめをやめようプロジェクト私の行動宣言」と「各学級の行動宣言」
を作成し、教室に掲示しました。

地球を守る私たちのSTEP～Save The Earth Project～ １２月１０日（金）
SDGｓの考えに基づき、地域社会への奉仕活動など、日常生活での実践活動を通して、平和や福祉に貢

献できる友好親善の精神を育成することを目的にすすめていくプロジェクトの一環として、今回は、地域の
環境の美化を目的に、全校
生が、環境委員会があらか
じめ鹿島区内に設定した３
つの活動場所（１年生：鹿
島中学校周辺、２年生：真
野川河川敷、３年生：フレ
スコキクチ周辺）に分かれ
て、クリーン活動を行いま
した。

※カラー版を本校ホームページ上でご覧いただけます。
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３学期に備えよう

＜各学級の行動宣言＞

２学期をしっかりまとめて


